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(3)  市町村アンケートの概要 
 平成 21年 12月に全国の全 1795市区町村（平成 21年

















a)  公共交通施策に係る市町村の負担状況 
 現在の公共交通は多くのバス交通で利用客が採算ベー
スを大きく下回っており（平成 21 年実績：黒字事業者




















































合併なし1. 377  58.8 41.1 21.0 15.6 22.3
合併あり2. 264  41.2 29.5 25.8 24.6 20.1
































































































88.6 97.7 43.2 25.0 45.5 44
※
81.1 92.5 45.3 18.9 39.6 53
※
52.2 82.9 25.4 15.0 39.7 680
56.2 84.4 27.8 15.8 40.0 777
※) 母数が100件以下のため注意




 (件)1 高齢者等の生活手段の確保 810 66.4 27.9
2 少子化への対応 810 17.0 26.7 56.3
3 中心市街地が衰退 810 9.6 19.5 70.9
4 合併による広域化への対応 810 9.5 11.9 78.6
5 国・県の生活バス補助額削減 809 6.8 87.6
6 隣接市町村と連携の強化 810 13.0 25.8 61.2
7 民間バス路線の撤退の危機 809 18.5 20.5 60.9
8 交通空白不便地域への対応 810 42.3 30.5 27.2
9 多様な輸送が重複し非効率 810 11.1 18.1 70.7
10 バスの利便性が年々低下 810 17.4 23.8 58.8
11 自治体の財政負担が年々増加 810 39.3 26.2 34.6
12 環境・地球温暖化の観点 810 8.6 27.5 63.8








































  非合併自治体            合併自治体 
図-4 合併の有無と，解決すべき課題認識との関係 
図-5 地域公共交通会議及び法定協議会等の設置状況 




1. 515  64.9 45.0 9.5 41.4
合併あ
り
2. 278  35.1 77.3 9.4 10.4










1. 516  64.7 14.7 12.6 67.8
合併あ
り
2. 281  35.3 32.7 8.5 17.1 43.1



























































































































9 デマンド式の乗合タクシーの導入 * **






















(2)  市町村における今後の交通確保の方向性の認識  














(3)  市町村の交通政策への取組に関する考察 






























(1)  合併市町村の形態による分類 































1. 222  35.7 17.1 41.9 41.0
500～1,0
00円
2. 145  23.3 9.0 43.4 47.6
1,000～2
,000円
3. 121  19.5 9.9 35.5 54.5
2,000円
以上
4. 134  21.5 38.1 56.7










1. 229  30.3 27.1 33.2 39.7
現在のサービスレベルを
維持する必要がある．
2. 444  58.7 47.3 45.7
現在のサービスレベルの
低下はやむを得ない．
3. ※ 83  11.0 21.7 73.5


























  なお，以上 4 分類のイメージを図-12，分類された市
町村の例を表-4に示す． 













(2)  合併形態ごとにみた地域交通の取組状況 
 ここで，再び市町村に対するアンケート結果をもとに，
合併形態ごとにみた地域交通の取組状況を俯瞰してみる． 

















1. ※ 34   5.4 64.7 14.7 20.6
中規模吸
収合併型
2. ※ 41   6.5 36.6 41.5 19.5
広域合併
型
3. ※ 43   6.8 18.6 44.2 27.9
小規模対
等合併型
4. 134  21.1 21.6 26.1 21.6 30.6
非合併5. 383  60.3 41.0 20.4 15.9 22.7
合計 635 100.0 35.7 22.5 19.5 22.2
※) 母数が100件以下のため注意

















1. ※ 35   4.4 80.0
中規模吸
収合併型
2. ※ 45   5.7 13.3 33.3 26.7 15.6
広域合併
型
3. ※ 46   5.8 19.6 73.9
小規模対
等合併型
4. 145  18.2 20.0 27.6 20.7 25.5
非合併5. 525  66.0 29.0 20.4 18.9 21.5
合計 796 100.0 20.9 18.5 19.6 13.6 27.5
※) 母数が100件以下のため注意














1. ※ 34   4.3 26.5 44.1
中規模吸
収合併型
2. ※ 45   5.7 33.3 33.3 17.8
広域合併
型
3. ※ 46   5.8 19.6 54.3 23.9
小規模対
等合併型
4. 145  18.4 13.8 44.1 38.6
非合併5. 519  65.8 23.7 28.9 27.4
合計 789 100.0 29.9 31.3 19.8
※) 母数が100件以下のため注意






















中核市吸収合併型 58 20.4 2.9 315,204 535 779 66
中規模吸収合併型 78 7.2 3.2 99,922 190 732 47
広域合併型 89 7.3 1.8 74,804 795 110 27
小規模対等合併型 331 2.9 1.9 33,197 245 194 6































































































1 高齢者等の生活手段の確保 11.539 0.0844
2 少子化への対応 31.613 ** 0.1397
3 中心市街地が衰退 43.204 ** 0.1633
4 合併による広域化への対応 377.095 ** 0.4825
5 国・県の生活バス補助額削減 183.971 ** 0.3370
6 隣接市町村と連携の強化 2.988 0.0429
7 民間バス路線の撤退の危機 25.285 ** 0.1249
8 交通空白不便地域への対応 37.753 ** 0.1527
9 多様な輸送が重複し非効率 65.401 ** 0.2009
10 バスの利便性が年々低下 34.026 ** 0.1449
11 自治体の財政負担が年々増加 63.034 ** 0.1973
12 環境・地球温暖化の観点 49.984 ** 0.1757
13 地域間の交通格差の解消 49.113 ** 0.1741
**:1%有意　*:5%有意




1. ※ 35   4.4 14.3 28.6 57.1
中規模吸
収合併型
2. ※ 45   5.6 33.3 62.2
広域合併
型
3. ※ 46   5.7 23.9 43.5 32.6
小規模対
等合併型
4. 145  18.1 17.9 21.4 60.7
非合併5. 532  66.3 13.3 78.0












1. ※ 35   4.4 34.3 40.0 25.7
中規模吸
収合併型
2. ※ 45   5.6 24.4 26.7 48.9
広域合併
型
3. ※ 46   5.7 30.4 47.8 21.7
小規模対
等合併型
4. 145  18.1 22.8 29.0 48.3
非合併5. 532  66.3 97.9











1. ※ 35   4.4 22.9 65.7
中規模吸
収合併型
2. ※ 45   5.6 17.8 71.1
広域合併
型
3. ※ 46   5.7 26.1 26.1 47.8
小規模対
等合併型
4. 145  18.1 13.1 15.2 71.7
非合併5. 531  66.2 98.1













1. ※ 33   4.2 39.4 15.2 18.2 30.3
中規模吸
収合併型
2. ※ 45   5.7 31.1 13.3 20.0 35.6
広域合併
型
3. ※ 45   5.7 42.2 17.8 33.3
小規模対
等合併型
4. 145  18.4 29.0 13.8 53.1
非合併5. 522  66.1 14.8 13.0 67.2

















































1 バス路線の再編（系統見直し等） 71.169 ** 0.2096
2 利便性向上のための増便・ダイヤ改正 48.580 ** 0.1732
3 利用の少ない路線の減便，廃止 68.102 ** 0.2050
4 特定層をターゲットにした運行 25.536 ** 0.1256
5 中心部⇔郊外のバス路線の新設 50.370 ** 0.1763
6 旧市町同士を結ぶバス路線の新設 149.303 ** 0.3036
7 地元等による自主運行バスの支援 48.955 ** 0.1738
8 デマンド式のバスの導入 59.989 ** 0.1924
9 デマンド式の乗合タクシーの導入 136.245 ** 0.2900
10 他の輸送サービスとの統合 37.276 ** 0.1517
11 バス待ち環境の改善 63.174 ** 0.1975
12 バス走行環境の改善 93.533 ** 0.2403
13 Ｐ＆Ｒ，駐車場・駐輪場の整備 80.935 ** 0.2235
14 バス停清掃などのボランティア支援 16.013 * 0.0994
15 モビリティ・マネジメント 125.829 ** 0.2787
16 利用促進キャンペーン 57.511 ** 0.1884
17 情報提供の改善 71.461 ** 0.2100
18 観光施策との連携 36.081 ** 0.1492
19 商業施策との連携 36.386 ** 0.1499
20 運賃値下げ 43.277 ** 0.1634
21 運賃値上げ 48.829 ** 0.1736









































合併形態　  ×  問８　バス路線見直し関連施策
(件) (％)
中核市吸
収的合併 ※ 35   4.4 65.7 20.0 14.3
中規模吸
収的合併 ※ 45   5.6 73.3 15.6
広域合併 ※ 46   5.7 84.8 15.2
小規模対
等合併 145  18.1 67.6 20.7
非合併 532  66.3 49.8 18.6 31.6








合併形態　  ×  問８　輸送効率化関連施策
(件) (％)
中核市吸
収的合併 ※ 35   4.4 60.0 17.1 22.9
中規模吸
収的合併 ※ 45   5.6 33.3 28.9 37.8
広域合併 ※ 46   5.7 58.7 17.4 23.9
小規模対
等合併 145  18.1 32.4 24.1 43.4
非合併 532  66.3 16.2 71.4









合併形態　  ×  問８　利用促進及びＭＭ関連施策
(件) (％)
中核市吸
収的合併 ※ 35   4.4 85.7
中規模吸
収的合併 ※ 45   5.6 60.0 22.2 17.8
広域合併 ※ 46   5.7 52.2 30.4 17.4
小規模対
等合併 145  18.1 38.6 17.2 44.1
非合併 532  66.3 34.4 54.1




















b)  中規模吸収合併型市町村の場合 














c)  広域合併型市町村の場合 











































1 高齢者等の生活手段の確保 72.4 23.4 1 バス路線の再編（系統見直し等） 46.2 20.0
2 交通空白不便地域への対応 48.3 29.7 2 利用の少ない路線の減便，廃止 44.8 17.9
3 自治体の財政負担が年々増加 46.9 32.4 3 利便性向上のための増便・ダイヤ改正 40.7 17.2
4 合併による広域化への対応 22.8 29.0 4 特定層をターゲットにした運行 31.0 13.8
5 バスの利便性が年々低下 22.1 26.9 5 情報提供の改善 29.0 15.2
6 少子化への対応 21.4 32.4 6 旧市町同士を結ぶバス路線の新設 21.4 5.5
7 民間バス路線の撤退の危機 20.0 21.4 7 デマンド式の乗合タクシーの導入 19.3 20.7
8 多様な輸送が重複し非効率 17.9 21.4 8 利用促進キャンペーン 15.2 6.2
9 地域間の交通格差の解消 13.8 35.9 9 中心部⇔郊外のバス路線の新設 13.8 4.8
10 国・県の生活バス補助額削減 13.1 15.2 10 他の輸送サービスとの統合 12.4 12.4
11 隣接市町村と連携の強化 12.4 26.9 11 バス待ち環境の改善 11.7 4.8
12 中心市街地が衰退 7.6 17.9 12 運賃値下げ 10.3 6.9
13 環境・地球温暖化の観点 4.8 22.8 13 デマンド式のバスの導入 8.3 5.5












1 高齢者等の生活手段の確保 68.9 28.9 1 バス路線の再編（系統見直し等） 55.6 24.4
2 交通空白不便地域への対応 46.7 44.4 2 利便性向上のための増便・ダイヤ改正 55.6 22.2
3 自治体の財政負担が年々増加 44.4 24.4 3 利用の少ない路線の減便，廃止 51.1 22.2
4 民間バス路線の撤退の危機 26.7 22.2 4 情報提供の改善 51.1 22.2
5 合併による広域化への対応 24.4 26.7 5 特定層をターゲットにした運行 37.8 15.6
6 バスの利便性が年々低下 15.6 37.8 6 中心部⇔郊外のバス路線の新設 31.1 6.7
7 中心市街地が衰退 15.6 22.2 7 利用促進キャンペーン 31.1 24.4
8 地域間の交通格差の解消 13.3 42.2 8 旧市町同士を結ぶバス路線の新設 28.9 4.4
9 国・県の生活バス補助額削減 11.1 17.8 9 観光施策との連携 24.4 15.6
10 環境・地球温暖化の観点 8.9 48.9 10 デマンド式の乗合タクシーの導入 17.8 31.1
11 少子化への対応 6.7 42.2 11 Ｐ＆Ｒ，駐車場・駐輪場の整備 17.8 4.4
12 隣接市町村と連携の強化 6.7 26.7 12 バス待ち環境の改善 15.6 13.3













1 高齢者等の生活手段の確保 78.3 21.7 1 利便性向上のための増便・ダイヤ改正 60.9 26.1
2 自治体の財政負担が年々増加 76.1 21.7 2 利用の少ない路線の減便，廃止 58.7 28.3
3 交通空白不便地域への対応 56.5 30.4 3 バス路線の再編（系統見直し等） 54.3 39.1
4 地域間の交通格差の解消 37.0 30.4 4 特定層をターゲットにした運行 39.1 13.0
5 バスの利便性が年々低下 37.0 28.3 5 デマンド式の乗合タクシーの導入 39.1 21.7
6 民間バス路線の撤退の危機 32.6 28.3 6 情報提供の改善 34.8 30.4
7 合併による広域化への対応 30.4 47.8 7 中心部⇔郊外のバス路線の新設 28.3 8.7
8 少子化への対応 26.1 41.3 8 デマンド式のバスの導入 23.9 10.9
9 国・県の生活バス補助額削減 26.1 26.1 9 旧市町同士を結ぶバス路線の新設 21.7 6.5
10 多様な輸送が重複し非効率 23.9 43.5 10 観光施策との連携 21.7 15.2
11 隣接市町村と連携の強化 10.9 30.4 11 運賃値下げ 21.7 6.5
12 中心市街地が衰退 8.7 32.6 12 他の輸送サービスとの統合 17.4 23.9













1 高齢者等の生活手段の確保 72.2 25.0 1 情報提供の改善 61.1 13.9
2 交通空白不便地域への対応 69.4 22.2 2 デマンド式の乗合タクシーの導入 55.6 13.9
3 自治体の財政負担が年々増加 50.0 33.3 3 バス待ち環境の改善 52.8 5.6
4 合併による広域化への対応 36.1 38.9 4 モビリティ・マネジメント 52.8 11.1
5 中心市街地が衰退 36.1 25.0 5 Ｐ＆Ｒ，駐車場・駐輪場の整備 47.2 8.3
6 環境・地球温暖化の観点 33.3 33.3 6 バス路線の再編（系統見直し等） 41.7 30.6
7 民間バス路線の撤退の危機 33.3 25.0 7 利便性向上のための増便・ダイヤ改正 38.9 11.1
8 バスの利便性が年々低下 27.8 22.2 8 バス走行環境の改善 38.9 2.8
9 地域間の交通格差の解消 22.2 36.1 9 利用促進キャンペーン 36.1 22.2
10 多様な輸送が重複し非効率 13.9 27.8 10 利用の少ない路線の減便，廃止 33.3 27.8
11 隣接市町村と連携の強化 13.9 22.2 11 他の輸送サービスとの統合 22.2 8.3
12 国・県の生活バス補助額削減 11.1 22.2 12 旧市町同士を結ぶバス路線の新設 19.4 0.0










































































自治体属性　合併有無  ×  問８　輸送形態見直し関連施策
(件) (％)
合併なし1. ※ 25  34.7 16.0 72.0
合併あり2. ※ 47  65.3 59.6 17.0 23.4
規模形態　　:　1.　中核市型
自治体属性　合併有無  ×  問８　輸送形態見直し関連施策
(件) (％)
合併なし1. ※ 48  56.5 91.7


















1 高齢者等の生活手段の確保 63.5 29.4 1 利便性向上のための増便・ダイヤ改正 28.8 16.9
2 交通空白不便地域への対応 37.1 30.3 2 バス路線の再編（系統見直し等） 27.9 18.6
3 自治体の財政負担が年々増加 33.0 24.9 3 利用の少ない路線の減便，廃止 24.7 16.8
4 少子化への対応 16.8 22.2 4 情報提供の改善 24.1 9.2
5 民間バス路線の撤退の危機 15.4 19.0 5 特定層をターゲットにした運行 22.6 8.9
6 隣接市町村と連携の強化 13.9 25.2 6 利用促進キャンペーン 14.9 8.1
7 バスの利便性が年々低下 13.9 21.7 7 バス待ち環境の改善 12.1 5.3
8 地域間の交通格差の解消 11.5 22.8 8 観光施策との連携 8.5 7.0
9 多様な輸送が重複し非効率 8.7 13.4 9 デマンド式の乗合タクシーの導入 8.3 8.5
10 中心市街地が衰退 7.9 18.3 10 Ｐ＆Ｒ，駐車場・駐輪場の整備 7.7 0.9
11 環境・地球温暖化の観点 7.7 25.8 11 モビリティ・マネジメント 7.7 4.0
12 合併による広域化への対応 1.1 0.8 12 中心部⇔郊外のバス路線の新設 6.8 4.0
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2) たとえば，国土交通省：地域公共交通確保維持事業
説明資料，2010 年 3 月. 
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A COMPARATIVE STUDY BETWEEN PATTERN OF MERGING 
MUNICIPALITIES AND PROGRESS OF LOCAL BUS TRANSPORT 
 
Keisuke SHIOJI, Jun-ichi TAKAYAMA and Sho-ichiro NAKAYAMA 
 
We carried out a questionnaire survey for all municipalities in Japan to grasp the present situation of 
managing public transits and local goverments’ awareness of their public transportation problems the 
problem about local transportation policy. Especially, from the viewpoint of financial aspects, local go-
verments’ involvement to transportation policies and their problems were examined. Moreover, we at-
tempted to classify consolidation of municipalities. We aim to examine local goverments’ effort for 
transportation policies and their problems in each consolidation category by analyzing the difference of 
their problems awareness and its difference. We found that consolidated manicipalities have much more 
problem awareness than non-consolidated ones. As the area of municipalities is larger, this tendency is 
clearer.  
